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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 
全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 海野倫明・東北大学大学院消化器外科学分野・教授 

研究協力者 水間正道・東北大学病院・総合外科・講師 

 

 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
日本膵臓学会の膵腫瘍登録事業である膵癌登
録は 1981 年に開始され 40 年間の症例が登録
されている。2012年からは National Clinical 
Database (NCD)を介した症例登録に変更した
。本研究は、膵癌登録の現状と課題について
分析することを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
日本膵臓学会膵癌登録委員会の議事録などを
参照し、膵癌登録の現状と課題を分析する。 
 
Ｃ．研究結果             
１．全国がん登録の予後データを膵癌登録に
反映させる意義について 
全国がん登録の予後データを膵癌登録の予

後データに反映させることが可能であれば、
膵癌登録の予後データの精緻性が格段に向上
すると考えられるが、現行のがん登録推進法
においては全国がん登録の予後データを膵癌
登録に反映させることは法的に困難である。 
 
２．登録内容の正誤確認を登録後に検証する
ことについて 
膵癌登録では、これまで登録内容の正誤確

認を登録後に検証したことはない。登録後の
検証作業を行うことは望ましいと考えられる
が、コストやマンパワーの面から実施困難な
状況である。 
 
３．症例登録先の機関について 
 NCD を介した症例登録がなされており、デ
ータの管理やデータ分析も NCD に委託されて
いる。第三者機関を採用した登録が行われお
り、登録環境は整備されている。 
 

４．膵癌登録の学会内での課題 
 膵癌登録では NCD への登録に移行したこと
で非手術症例の登録数が減少したことが一番
の課題となっている。日本膵臓学会の認定指
導医制度の施設認定要件に NCD 膵癌登録の登
録件数が含まれているが、今のところ非手術
症例の登録数は緩徐な増加にとどまっている。 
 
５．登録項目数と運営費 
 膵癌登録の項目数は手術症例で 234 項目、
非手術症例で 149 項目である。年間運営費は
約 100万円であり、2022年度から約 130万円
に増額予定である。 
 
６．短期間登録による研究 
 膵癌登録は通年登録を実施しているが、短
期間登録データによる研究を実施したことは
ない。また、実施に向けた検討もされてはい
ない。 
 
７．膵癌登録に関する規定について 
 日本膵臓学会膵癌登録委員会では旧登録法
で登録された膵癌登録データの利活用に関す
る規定を設けている。NCD 登録データの利活
用については NCD の規定に従って行われてい
る。 
 
８．登録データを活用した研究成果の公表に
ついて 
 膵癌登録データを活用した研究成果は、現
在のところ一般国民向けのウェブサイトで公
表はされてはいないが、その必要性について
は日本膵臓学会膵癌登録委員会で検討されて
いる。 
 
Ｄ．考察               

研究要旨（膵癌臨床データベースの現状と将来） 
日本膵臓学会の膵腫瘍登録事業である膵癌登録の現状を分析し将来に向けた課
題について検討した。膵癌登録はNational Clinical Database (NCD)による第
三者機関を用いた登録法が採用されており、データ管理やデータ分析の面で望
ましい登録環境にあるが、登録データの正確性の検証は、コストやマンパワー
の面で実施困難な状況にある。NCDでの登録を採用することにより非手術症例の
登録数が減少し悉皆性の面で課題を抱えている。登録データを用いた研究成果
を広く国民に公表する体制が整備されることが望まれる。 
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 膵癌登録は NCD を用いた症例登録がなされ
ており、登録環境、データの分析環境として
は整備されている状況にある。非手術症例の
登録数が少なく悉皆性の面で課題を抱えてい
るが、課題解決の兆しは未だみられていない
。全国がん登録の予後データが臓器がん登録
の予後データに反映されれば、予後データの
正確性が格段に向上すると考えられ、臓器が
ん登録の立場では法改訂が切望される。膵癌
登録の登録データを活用した研究成果の国民
への公表の体制は整備されていないのが現状
であり、今後の体制の整備が望まれる。 
 
Ｅ．結論 
 膵癌登録は NCD を用いた第三者機関による
登録がなされており、登録環境としては望ま
しい登録方法が採用されている。非手術症例
の登録数に乏しく悉皆性の面で課題を抱えて
いる。また、登録データを活用した研究成果
を広く国民へ公表する体制の整備が望まれる。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
 なし 

  
2. 実用新案登録 

  なし 
  
3.その他 

  なし 
 
 


